
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

公募推薦Ⅰ期

数学Ⅰ

①大学(薬･香薬以外)・短大

基本的な計算問題および記述問題を出題し、各分野における基本
的な内容が理解できており、さらには応用力が身に付いているか
について、下記の通り確認しようとしたものである。

問1 基本的な計算および、データ分析ができるか。
問2 基本的な式の扱いおよび、文章から式をたてる応用力を身に
つけているか。
問3 二次関数とグラフについて基本的な事柄を理解できている
か。
問4 図形問題を解くための基本的な事柄が身についているか。
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数学Ⅰ
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￥数学Ⅰ	 推薦Ⅰ期

Ⅰ
⑴　ア　x 2 + 10x + 25 =(x + 5)2

イ　2x 2 + xy ­ 3x ­ y + 1 =(x ­ 1)y + 2x 2 ­ 3x + 1
=(x ­ 1)y +(2x ­ 1)(x ­ 1)
=(x ­ 1)(y + 2x ­ 1)

⑵　ア　

イ　

⑶　ア　

イ　 より

より

Ⅱ

⑴　

10(6 ­ 5x)≦ 45(x + 2)
60 ­ 50x≦ 45x + 90
­95x≦ 30

⑵　ⅰ）2x ­ 1 ≧ 0 すなわち， ……①のとき

2x ­ 1 ≦ x + 8
x ≦ 9……②

ⅱ）2x ­ 1 < 0 すなわち， ……③のとき

­(2x ­ 1)≦ x + 8
­2x + 1 ≦ x + 8
­3x≦ 7

……④

①～④より，

⑶　コンピュータAを x台とすると，コンピュータBは (20 ­ x) 台であり，75000 件のデータを 10 時間以内に処理するので，

125 ≦ 5x + 7(20 ­ x)

3
7

2
91
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2x≦ 15
x≦ 7.5 ……①

購入費が 168 万円未満となるようにするので，

7x + 9(20 ­ x)< 168
7x + 180 ­ 9x < 168
­2x < ­12
x > 6 ……②

①，②より 6 < x≦ 7.5
よって，コンピュータAを 7台，コンピュータBを 13 台購入すればよい。

Ⅲ
⑴　係数 aが負の値であること。係数 b,  cについての条件はない。
（b,  cについては何も書かなくてもよく，間違った条件を書いた場合には減点することがある。以下同様。）

⑵　判別式が負であればよいので b 2 ­ 4ac < 0 の条件が必要。

⑶　y = ax 2 + bx + c が y = x(Ax + B) (A,  Bは実数) のような形にかければよいので c = 0 の条件が必要。

⑷　平方完成に変形すれば であり，軸は と表せる。これが正であるためには の条件が必要で

ある。

Ⅳ

⑴　ア　

解　

イ　

解　1

⑵　ア　正弦定理より

sin∠CAB : sin∠ABC : sin∠BCA = BC : CA : AB = 4 : 5 : 6

である。このとき，

となる実数 kを使うと，BC = 4k,   CA = 5k,   AB = 6k となる。
余弦定理より

解　 または 0.75

イ　sin 2∠CAB + cos 2∠CAB = 1 であるので

ところで，sin∠CAB > 0 であるので，

解　

ウ　三角形の面積の公式から

解　


